
　重点目標一覧表 担当部局名

【令和6年度重点目標】

① ① ① ①

② ② ②

②

　  小型動力ポンプ2台

　　安全装備の充実

③ ③ ③ ③

④ ④ 登録者数1,291人 ④ ④

①住宅及び事業所の防火・防災対策の推進 ①住宅及び事業所の防火・防災対策の推進

（1）高齢者を中心とした住宅防火対策 （1）高齢者を中心とした住宅防火対策

（2）防火講習、各種訓練の指導 （2）防火講習、各種訓練の指導

（3）事業所への立入検査の実施 （3）事業所への立入検査の実施

（4）広報誌等の活用による周知 （4）広報誌等の活用による周知

②屋外焼却に対する火災予防の推進 ②屋外焼却に対する火災予防の推進

（1）屋外焼却実施前の指導 （1）屋外焼却実施前の指導

（2）屋外焼却実施中の直接指導 （2）屋外焼却実施中の直接指導

③ ③ ③

① ① ①

② ② ②

① ① ① ①

② ② ② ②

(1) 3月

3月

(2) 3月

(3)

③ ③ ③ ③

(1)  5回

(2) 20回

(3) 50回

(4)  6回

消防団体制の充実・強化

市民への防火対策の推進及び応急手当の普及推進

消防水利の充実・強化

常備消防力の充実・強化及び広域連携訓練の実施

消防水利の充実・強化

・高齢期となる職員の基本的業務内容を明確
にした。また、出動件数が著しく増加したこ
と等を踏まえ、職員定数条例改正の前倒しが
必要と判断した。
・通信指令体制の強化のため組織体制の改正
と、指揮支援隊の出動に関する検討を行い現
場指揮体制を整備した。

１

②

真田警鐘楼1箇所、武石警鐘楼1箇所除却

２
(4)  12回【達成度：100.0％】

①

(1) 378件【達成度：189.0％】

(2) 162回【達成度：324.0％】

(3) 939回【達成度：117.4％】

(2)丸子器具庫2箇所、警鐘楼1箇所

(2) 　230回【達成率：115.0％】

(1)真田地域2件無償譲渡完了

重 点 目 標

(1)消防車両3台、小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ1台更新完了

屋外焼却実施者への指導

 (1) 通年：消防団員の確保（定員1,850人)

 (2) 3月：利用可能施設の拡充

 (3) 3月：新たに4個分団を拡充

(1) 消防団活動の市民及び学生等への周知及び理解による消防
団員の確保、加入促進

準中型自動車免許取得費用の公費助成の検討

消防団員等応援事業等の実施による消防団員の福利厚生の充実消防団員等応援事業等の実施による消防団員の福利厚生の増進

(3)

【達成度 205.9%】 

市民に対する応急手当の普及推進（普通・上級救命講習及び救命入門コース）③受講者数：2,677人

消防団活動の市民及び学生等への周知及び理解による消
防団員の確保、加入促進

合併協議調整事項に基づく器具庫等の整理

(1)消防団員数1,611人(報酬支払人数)

具体的な重点取組項目（箇条書き）

なお、知識及び技術を深めるため、全体の50％以上を普通・上級救命講習会受講とする。

屋外焼却実施者への指導

　定員比充足率87.1％

(2)入浴料割引券の配布枚数7,400枚

　 使用枚数4,438枚【達成度60.0％】

(2) 安全確保のための装備品の配備

(1) 自治会から要望がある器具庫等の無償譲渡

(2) 施設除却

②

(1) 消防車両等資機材の更新

(3)

消防団車両等資機材の整備

機能別団員の拡充

消防団災害活動支援アプリの導入及び登録促進

アプリを導入し消防団員への登録を促進

①

市民への防火対策の推進及び応急手当の普及推進

(2) 不要施設の除却

達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

 (1) 3月：消防車両3台

 (2) 3月：既配備品の更新

 (1) 3月：1件以上無償譲渡

 (2) 3月：器具庫：2件、警鐘楼：3件

(1) 4,455回【達成率：117.2％】

　安全装備品は補助金不採択配備なし。

　　【団員数比80.6％】

消防車両等の更新

 (4) 3月：状況把握及び助成要件等の検討

3月：登録者数実員数の90％消防団員へアプリ登録と利用を促進

期限・数値目標等

(4)

重 点 目 標

２

(2) 安全確保のための装備品の配備

消防団車両等の整備

(1)

達成状況・達成度

重 点 目 標

繰越し

変更後納車期限：令和6年12月28日 (2)

①　4基設置【達成度100.0％】

②　4基設置【達成度100.0％】

市民に対する応急手当の普及推進

重 点 目 標

 (1) はしご付き消防ポンプ自動車（中央署）

3月：4基

消火栓の新設：（下長瀬、西内2） 3月：3基

時代に即した消防力に関する検討と諸課題への対応

期限・数値目標等

（普通・上級救命講習及び救命入門コース）

 (2) 関係機関との合同訓練

【達成度66.6％】

令和5年12月5日納車完了

 5回　【達成度100.0％】

 (1) 水槽付き消防ポンプ自動車の更新（南部署）

令和5年12月4日納車完了

 (2) 高規格救急自動車の更新（東北署）

広域連携訓練等の実施

 (1) 広域大規模訓練

  定年延長に伴う職員数を検討し、組織及び職員の適正配置
を検討する。

３

具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

耐震性防火水槽の設置：4基（上田原、浦野、新田、七ケ）

消火栓の新設：4基（下常田、上田、中之条、真田町長）

３

具体的な重点取組項目（箇条書き）

重 点 目 標

4 4

 (1) 広域大規模訓練

 (2) 関係機関との合同訓練

 (3) その他の広域内訓練 (3) その他の広域内訓練

 (4) 救急救命士合同訓練

 (3) 火災原因調査車の更新（予防課）

消防車両等資機材整備

33回　【達成度165.0％】

83回　【達成度166.0％】

 9回　【達成度100.0％】

（2）高規格救急自動車（真田署）

具体的な重点取組項目（箇条書き）

「時代に即した消防力のあり方」に関する検討と諸課題への対応

消防部

期限・数値目標等

１

消防団体制の充実・強化

具体的な重点取組項目（箇条書き）具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度

消防団への加入促進、消防団員の確保（団員定員1,850人）

(1)

(2)

(3)機能別団員11人を任命し運用を開始

 　車両1台は、次年度へ繰り越す。

(2)消防用ホース、排水ポンプ納品配置済み

合併協議調整事項に基づく器具庫等の整理

(1) 自治会から要望がある器具庫等の無償譲渡

消防団への加入促進、消防団員の確保（団員定員1,850人）

消防団災害活動支援アプリの登録及び利用促進

【令和5年度重点目標】

重 点 目 標重 点 目 標

(2)

機能別団員制度の運用開始

          充足率90％

(3)

 (2) 通年：実施中の直接指導【目標：200件】

 (1) 通年：実施前の指導【目標：3,800件】

3月：2,200人　

 (1) 通年：防火訪問【目標：250件】

 (2) 通年：防火講習会【目標：80回】

 (2) 3月：非常用電源設備の整備

 　　　　　 (川西消防署）

 (3) 3月：救急出動態勢等の見直し

消防車両等資機材整備

重 点 目 標

(1)

 (3)救急需要増加への対応

 (1)職員定数条例の検討  (1) 3月：職員定数条例の改正

 (2)消防庁舎の非常用電源設備の整備

耐震性防火水槽の設置：（宮之上、沢田、石神、上室賀）

常備消防力の充実・強化及び広域連携訓練の実施

期限・数値目標等

 (3) 通年：立入検査【目標：800件】

 (4) 通年：防火広報【目標：12回】

(1)

(2)

(3)

 (4) 救急救命士合同訓練 (4)

（3）はしご付き消防自動車オーバーホール（南部署）


